





































































































































































































































































































































んたは自分のことしか考えてないよ﹂と叱責を浴びせているが、その言葉は﹁僕﹂を通し 国家その のが自国の目的を果たすために国民（当時は臣民）を切り捨 て、エゴイスティックに猪突猛進して行った姿と重ねて読み取ることも可能であろう。ここで気になるのは、この歴史を振り返る時、
︿自国の目的
﹀を決定した主体は誰か、もしくは、何かということである。一九四五年八月に敗戦を迎え、



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































日本が日清戦争に勝利し 帝国主義へとの地位を高めていく時代と反比例して、世界の覇者から国内内乱への苦難 時代を迎えたスペイン。それはあたかも植民地主義時代の夢が敗戦によって破れ、残され のは戦後社会の内乱、 りわけ１９６０年から１９７２年までの学生運動に象徴された日本の先蹤ともいえるかもしれない。
羊博士は一九
〇五年の日露戦争終結の年に生まれている。日露戦争は満州が戦地であり、日本は苦戦の末に勝利した。ポーツマス条約
























































































































































































































































































































































































































































































































































































戒厳令にも等しい警察の規制に対する一般民衆の反応を見極め、敢て﹁憲法改正﹂といふ火中の栗を拾はずと 、事態を収拾しうる自信を得たのである。治安出動は不用 なつた。政府は政体維持のた には、何ら憲法と抵触しない警察力だけで乗り切る自信 得、国の根本問題に対して頬つかぶり つづける自信を得た。これで左派勢力には憲法護持の飴玉をしやぶ せつづけ、名を捨てて実をとる方策を固め、自ら、護憲を標榜することの利点を得た である。名を捨てて、実をとる！
　
政治家にとつてはそれでよからう。しかし自衛隊に





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































鼠は自死する最期に、時計 ねじを巻いた。死後 霊的存在となった鼠は羊男の体を借りて﹁僕﹂ の会話の際に一度時計を止め、次なるねじを巻く行為を﹁明日 九時に柱時計をあわせて﹂と﹁僕﹂に託している。ここから、ようやく﹁僕﹂の中で時が刻み始めたと言え
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（二四）
るであろう。
緑
の
コ
ー
ド
は
緑
の
コ
ー
ド
に、
赤
の
コ
ー
ド
は
赤
の
コ
ー
ド
に
つ
な
ぐ
こ
と
も
託
し、
﹁
僕
﹂
が
午
前
九
時
半
に
去
っ
た
後
に
は
十
二
時
に﹁
仲
間
う
ち
で
のお茶の会﹂が開かれる。このお茶会は羊を自分のものとしようと企んでいる秘書ともども山荘の爆破を意味しているのだが、十二時＝正午とは三島由紀夫の演説が始まった時刻でもある。﹁益荒男﹂＝強さを志向することは、これまでの戦争の記憶を呼び起こせば、人間にとって世界にとって大きな過誤となろう。
﹁蝉や蛙
や蜘蛛や、そして夏草や風のために何かが書けたらどんなに素敵だろう﹂
。そういう小説は確かに素敵だ。
注
1　﹃村上春樹全作品１９７９～１９８９②
　
羊をめぐる冒険﹄
（講談社、
１９９０年
7月）
付録
﹁自作を語る
　
新しい出発﹂
による。また、
﹃ひとつ村上さんでやっ
てみるか﹄
（朝日新聞社、２００６年
11月、Ｐ
364）には﹁北海道では旭川と士別にもっぱら注目していたんですが﹂とある。
注
2　
エ
ル
マ
ー・
ル
ー
ク﹁
羊
を
追
っ
て︱
村
上
春
樹
の
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー﹂
（﹁
群
像
﹂
２
０
１
０
年
7月
号、
Ｐ
197 ）
は、
﹁
本
人
が
あ
る
英
語
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で﹃
よ
い
物
語
を
読
む
と
き
は、
た
だ
ひ
た
す
ら
読
み
続
け
て
し
ま
う。
よ
い
物
語
を
書
い
て
い
る
と
き
も
た
だ
ひ
た
す
ら
書
き
続
け
て
し
ま
う。
こ
れ
は
書
い
て
い
て
物
語
を
語
る
戦
慄
と
歓
喜
を
感
じ
た
は
じめての小説だ﹄とまで述べている作品﹂と紹介している。
注
3　
注
2同
書
に
よ
る
エ
ル
マ
ー・
ル
ー
ク
の
記
事
に
は、
彼
が﹃
羊
を
め
ぐ
る
冒
険
﹄
を
手
掛
け
る
前
に、
す
で
に
講
談
社
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
か
ら﹃
１
９
７
３
年
の
ピ
ン
ボ
ー
ル
﹄
と﹃
風
の
歌
を
聴
け
﹄
の
二
作
が
ア
ル
フ
レ
ッ
ド・
バ
ー
ン
バ
ウ
ム
翻
訳
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
た
が、
主
に
高
校
や
大
学
の
教
材
用
の﹃
英
語
文
庫
﹄
と
い
う
ポ
ケ
ッ
ト
版
で
の
刊
行
で
あり、基本的には語学学習用の一対一の逐語訳、解釈が微妙な単語には脚注がつけられているものだった、とある。
注
4　
注
1全作品同書。
﹃羊をめぐる冒険﹄の英訳本が出版され、
高い評価
を得たことに対し、
その当時の滞在先であったニューヨークで村上春樹はインタービュー
を受けている。
﹁まず英語に翻訳することが必要です。今回はニューヨークのマーケットがいかに大切かわかりました。私の作品に対して、
イギリス、
フランス、
イ
タ
リ
ア
な
ど
欧
州
を
中
心
に、
す
で
に
九
ヵ
国
の
出
版
社
が
こ
こ
に
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
持
っ
て
い
る
の
で、
す
ぐ
に
反
応
し
て
く
る
ん
で
す
ね。
﹂（﹁
A
E
R
A
ア
エ
ラ
﹂
１
９
８
９
年
11
月
21日号、Ｐ
20～
21）
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＜戦争の記憶＞
（二五）
注
5　
井
上
ひ
さ
し
の
戯
曲﹃
夢
の
泪
﹄（﹁
新
潮
﹂
２
０
０
４
年
2月
号
初
出、
新
潮
社
刊
は
２
０
０
４
年
7月
）
参
照。
こ
の
作
品
は、
東
京
裁
判
開
廷
に
あ
た
っ
て、
な
ぜ
あ
の
よ
う
な
戦
争へと日本が進んで行ったのか、戦争責任をめぐる議論などの視点を市井で考えていくことをテーマにした作品である。
 
注
6　
右
翼
の
大
物
や
エ
リ
ー
ト
と
い
っ
た
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
だ
け
で
な
く、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
視
線
も
描
か
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
た
論
文
に
山
根
由
美
恵﹁
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
か
ら
み
る
歴
史
　
︱︱﹃羊をめぐる冒険﹄︱︱﹂
（﹃村上春樹︿物語﹀の認識システム﹄若草書房、２００７年
6月）がある。
注
７
　
僕
が
住
む
ア
パ
ー
ト
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が、
夜
中
に
開
い
て
い
て、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
主
流
と
な
っ
た
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
の
袋
で
は
な
く
紙
袋
を
使
用
し
て
いるので、
青山のスーパーマーケットと考えられる。彼女の住む﹁下町﹂にいくのに﹁僕﹂は、
都電荒川線の始発の早稲田から乗り、
﹁終点近くの駅で降りて﹂
とあ
るところから、
町屋駅のことと思われる。
﹁僕﹂の住まいが仮に青山のスーパーマーケット近くのアパートだとすると、
当時の営団地下鉄（現
・
東京メトロ）
千代田線で町屋まで一本で行った方が合理的なのである。
注
8　﹁朝日新聞﹂夕刊１９７０年
11月
25日Ｐ１による。
注
9　
中川右介﹃昭和
45年
11月
25日﹄
（幻冬舎新書、２０１０年
9月、Ｐ
59～
60）
注
10　
星
型
は
北
海
道
の
開
拓
精
神
を
表
す
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
長
く
親
し
ま
れ
て
い
る。
﹁
明
治
の
初
め、
北
海
道
に
渡
っ
た
人
々
は
夜
空
に
清
冽
な
光
を
放
つ
北
辰（
北
極
星
）
を
自
ら
の
シ
ン
ボ
ル
と
仰
ぎ、
そ
の
形
を
５
稜
や
7陵
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
旗
や
ち
ょ
う
ち
ん、
建
物、
製
造
品
の
マ
ー
ク
と
し
て
採
用
し
た。
そ
れ
は
今
も
札
幌
時
計
台
の
破
風
に
描
か
れ
て
い
る
星
型
で
あ
る
が、
紺
地
に
赤
の
五
稜
星
を
配
し
た
デ
ザ
イ
ン
は、
明
治
５
年（
１
８
７
２）
2月、
開
拓
使
の﹁
船
艦
旗
章
﹂
と
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る。
﹂（
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
株
式
会
社広報部社史編纂室編﹃サッポロビ
ール
120年史﹄
（サッポロビール株式会社、
１９９６年
3月、
Ｐ
53）。なお、
現在の北海道章は七陵星であるが、
その意味は﹁き
び
し
い
風
雪
を
克
服
し
て
き
た
先
人
の
開
拓
者
精
神
と、
た
く
ま
し
く
伸
び
る
北
海
道
の
未
来
を
七
光
星
と
し
て
表
し
た
も
の
で
あ
る
﹂（
北
海
道
百
年
記
念
施
設
建
設
事
務
所
編﹃
北
海
道百年記念事業の記録﹄北海道、１９６９年
3月、Ｐ
136）。
注
11　
加藤典洋﹃村上春樹イエローページ１﹄
（幻冬舎文庫、２００６年
8月、Ｐ
128）、なお原本は１９９６年
10月荒地出版社から刊行されたものである。
注
12　
中川一徳﹃メディアの支配者﹄上巻（講談社、２００５年
6月、Ｐ
232）
注
13　
注
12同
書
参
照。
な
お、
私
は
拙
論﹁
拷
問
に
お
け
る
身
体
の
収
奪
︱︱
小
林
多
喜
二﹃
一
九
二
八
・
三
・
一
五
﹄
と
村
上
春
樹﹃
貧
乏
な
叔
母
さ
ん
の
話
﹄﹂（
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
小
林
多
喜
二
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
文
集
編
集
委
員
会
編﹃
多
喜
二
の
視
点
か
ら
見
た︿
身
体
﹀︿
地
域
﹀︿
教
育
﹀
＝
２
０
０
８
年
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
小
林
多
喜
二
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
文
集＝﹄小樽商科大学出版会、２００９年
2月、Ｐ
86～
95所収）ですでに指摘している。
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注
14　﹃村上春樹ブック﹄
（﹁文学界﹂１９９１年
4月、臨時増刊号）所収の﹁聞き書
　
村上春樹
　
この十年
　
１９７９年～１９８８年﹂Ｐ
35
注
15　
注
12同書、第四章﹁梟雄
　
鹿内信隆のメディア支配（前）
﹂Ｐ
231～
365参照。
注
16　
美深町史編纂委員会編﹃美深町史﹄
（北海道中川郡美深町発行、１９５１年
11月）Ｐ
37～
38参照。
注
17　﹁檄﹂
、初出は楯の会ちらし、ここでは﹃決定版三島由紀夫全集第
36巻﹄
（新潮社、２００３年
11月、Ｐ
404）による。
注
18　
佐藤幹夫﹃村上春樹の隣には三島由紀夫がいつもいる。
﹄（ＰＨＰ新書、２００６年
3月）Ｐ
82～
84。
注
19　
注
16同書。
な
お、
本
論
で
引
用
し
た﹃
羊
を
め
ぐ
る
冒
険
﹄
テ
キ
ス
ト
は、
手
に
取
り
や
す
い
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て、
講
談
社
文
庫
２
０
０
４
年
11月
の
版
を
用
い
た。
同
じ
く﹃
風
の
歌
を
聴
け
﹄
も
講談社文庫２００４年
9月の版を用いている。
※本論文は平成
23年度札
幌大学研究助成金の成果の一部である。
